
モリイコ！最後のミ
ッションは「木を伐
って森を守ろう」。
森を暗くしている木
をみんなで伐り、地
面に光をあてること
で森を守りました。
伐った木は薪用と工
作用に切り分けてみ
んなで運びました。
その後、伐った枝を
削って色えんぴつに
しました。

●モリイコ！のこどもたち

詳しい活動内容は

森の歳時記へ！
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　河辺いきものの森が開館してから年1回開催されて

いる運営委員会ですが、コロナ禍の影響などで開催

がストップしていました。

　今年は2月16日に学識経験者、地元関係者、教育関

係者、ボランティア関係者、行政関係者が集まり4

年振りに運営委員会が開催されました。

　遊林会からは井田代表理事、熊木事務局長が出席

しました。委員会では青木茂会長が議事を進行して

くださり、学校などの利用や保全活動、イベントな

どの実績報告をした後、次年度の事業や課題などに

ついて議論しました。1998年から保全活動が始まっ

てから25年。

未来に河辺の

森をつなげる

ために、向き

合っていくべ

きことを認識

できた時間で

した。

●4年振り、運営委員会開催！
　2月23日には、「わくわくコラボ村」で「わがまち

協働大賞」の授賞式がありました。

  遊林会は「川ガキ育成

塾」の活動でエントリー

しており、入賞と同時に

特別賞として市民応援賞

をいただきました。市民

応援賞は、エントリーし

た団体の中で市民投票が1番多かった団体に送られる

賞です。多くの市民の方から遊林会の活動について

評価をいただけたことは大変有難く、嬉しいことで

した。この賞を励みに、これからも市民の皆さまに

必要としていただ

ける団体であり続

けたいと思ってお

ります。

今後とも、応援

よろしくお願いい

たします。

●市民応援賞をいただきました！

↑ユキヤナギの蕾がふくらんできました。春もそこまできています。
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編集後記
　私の母校の中学生の数名が「びわ湖と森のつながり」の勉強に電車とバス
を使い来訪してくれました。講義では「水」と「森」と私たちの生活につな
がる話を、森散策では、石積み堤防のサルオや森のふかふかの土を触っても
らい、またパチンコやツルのロープで楽しんでもらいました。講義のために
多くの学びと気付きが私にもありました。後輩たちに感謝です。（山北）

第２土曜日（2月10日）

3/9
（土）

3/14
（木）

3月の定例活動日
●2月の作業だより

天候や気温などの状況によっては
中止や時間短縮になる場合もございます。
中止の場合は、ホームページやFBで
お知らせします。

・林内整備など

　（9:00~15:00）

　お昼はお弁当あり

・林内整備など

　（9:00~15:00）

　お昼はお弁当あり

3/27
（水）

第3木曜日（2月15日）

第４水曜日（2月28日）

遊林会 最新情報 発信中！ facebook

@satoyama.yurinkai @485ooqnn

LINE

LINE保全活動の様子やイベント情報など、最新情報を発信し
ています！ぜひフォローやお友達登録してくださいね！

http://www.yurinkai.org/

HP

　11名での活動となりました。草原広
場のロープ内の整備、木道終わりから
イタヤカエデまでの道沿いの竹の伐採
をしました。

　17名での活動となりました。前回に
引き続きの竹の伐採と、自生している
キクザキイチゲやイチリンソウがの周
囲を明るくするための木の伐採。それ
と、環境学習の一環として、ドラム缶
での炭焼き体験をしました。

　初めての2名を含む29名での保全活
動となりました。活動内容は、「ス
スキ刈り」「落ち葉かき」「アラカ
シの株元の萌芽伐り」の作業を行い
ました。作業中には越冬中のツチイ
ナゴやクビキリギス、カナヘビにも
出会うことができました！久しぶり
の方もおられ、いろんな会話をしな
がら楽しみました。

　日本人の馴染み深い「ススキ」がテーマ。平安時代よ
り月見と一緒に飾られていたススキ、茅とも呼ばれ茅葺
屋根の材でもあります。皆さんの家の周りでススキはあ
りますか？昔の生活には欠かせなかった植物の一つです
が、最近は利用も少なく、また草原環境の消失などで減
少しています。この森ではくさはら広場でススキを見る
ことができます。ススキは森のいきものにとっても大切
なエサや棲みかになっています。冬の間成虫で越冬する
ツチイナゴやクビキリギスもススキの根元にいると言わ
れているので、実際にススキを見に行くといました、ツ
チイナゴ！他にもカマキリの卵、そしてそしてカヤネズ
ミの巣も発見！！！驚き、喜び、いろんな発見のある観
察会となりました。

　今年度の、八日市北小学校4年生の河辺いきものの
森での活動（全7回）が終了しました。一年を通して
、水辺調査、竹工作、保全活動、たき火など様々な
活動を行いました。学習のまとめとして、子どもた
ちが森について学んだことなどをポスターにされま
した。学校から一部をお借りして、3月末まで掲示し
ています。ぜひ見に来てください。

・観察会（9:00~10:00）

・林内整備など

              （10:00~12:00）

　

ススキ刈り隊

落ち葉かき隊①

アラカシ萌芽刈り隊

集めたススキを軽トラへ 竹の伐採

アラカシを伐採炭焼き体験落ち葉かき隊②

5月17日 春の森探検 6月23日 水辺調査

10月5日 秋の森探検 10月31日 竹工作 11月30日 保全活動

12月7日 たき火 2月14日 冬の森探検

森の話

3月末まで掲示中

八日市北小学校と河辺いきものの森2月の観察会


